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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年3月13日(2008.3.13)

【公表番号】特表2007-535392(P2007-535392A)
【公表日】平成19年12月6日(2007.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2007-047
【出願番号】特願2007-512717(P2007-512717)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/0472   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/04    ３１２Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を少なくとも１つのＥＣＧリードから
受け取るための入力ユニットと、
　前記少なくとも１つの高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群から一次インデックスを算出する
ための、前記入力ユニットに関連付けられる一次解析装置と、
　前記一次インデックスから二次インデックスを導出し、それによりＱＲＳ群の定量化を
達成するための、前記一次解析装置の後に接続された二次解析装置と、
を備えたＱＲＳ波形定量化のための装置。
【請求項２】
　前記一次インデックスは前記少なくとも１つのＱＲＳ群の統計関数である請求項１に記
載の装置。
【請求項３】
　前記一次インデックスは、
　少なくとも１つのＨＦ　ＱＲＳ群のＲＭＳレベルと、
　ＨＦ　ＱＲＳ群内の標準偏差と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群における標準偏差と、
　ＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線の関数と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線の関数と、
　ＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線最大値と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群における包絡線最大値と、
　ＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線の幅と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群における包絡線の幅と、
　テンプレート波形に対する前記ＨＦ　ＱＲＳ群の相互相関値と、
　それらのいずれか１つの微分と、
を含む群の中の少なくとも１つである請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記二次インデックスは前記一次インデックスの移動平均である請求項１に記載の装置
。
【請求項５】
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　前記二次インデックスは、
　（ａ）第１期間に受け取った第１の高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群から前記一次解析装
置によって算出された第１の一次インデックスと、
　（ｂ）第２期間に受け取った第２の高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群から前記一次解析装
置によって算出された第２の一次インデックスと、
の関数である請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記二次解析装置は、二次インデックスを使用して、虚血事象または虚血性心臓状態ま
たは虚血性心疾患の有無および重篤度の少なくとも１つを示すように動作可能である請求
項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記一次解析装置および前記二次解析装置の少なくとも１つは、前記入力ユニットがデ
ータを受け取り続けている間にそれぞれ前記算出または前記導出を開始し、それによりオ
ンライン定量化を達成するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　少なくとも１つの高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を少なくとも１つのＥＣＧリードから
受け取るための入力ユニットと、
　前記高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群のための一次インデックスを算出するための、前記
入力ユニットに関連付けられた一次解析装置であって、前記少なくとも１つの高周波ＱＲ
Ｓ群内の標準偏差（ＳＴＤ）を使用して前記一次インデックスを導出するように構成され
た一次解析装置と、
を備えた、ＱＲＳ波形定量化のための装置。
【請求項９】
　前記一次インデックスは、複数の前記ＱＲＳ群が得られる単一のリードのＥＣＧ信号か
ら導出される請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記一次インデックスは、所定の患者の複数のＥＣＧリードから取られた複数のＥＣＧ
信号から導出される請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記一次解析装置の後に接続され、前記一次インデックスから二次インデックスを導出
し、それによりＱＲＳ波形の定量化を達成するための二次解析装置をさらに含む請求項８
に記載の装置。
【請求項１２】
　前記二次解析装置はさらに、前記インデックスの移動平均を画定するように構成される
請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記一次解析装置は、前記一次インデックスを使用して、虚血事象または虚血性心臓状
態または虚血性心疾患の有無および重篤度の少なくとも１つを示すように動作可能である
請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　各時間単位に複数の振幅値が存在するように時間単位を含む時間枠に配列されたそれぞ
れの組の振幅値として、ＥＣＧ信号の複数の高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を受け取るた
めの入力ユニットと、
　前記入力ユニットに関連付けられ、任意の時間単位の少なくとも１つの外側振幅値を前
記組から除去するための除去ユニットと、
　前記除去ユニットに関連付けられ、それぞれの残存する振幅値を使用して前記組全体の
総合インデックスを算出するための解析装置と、
を備えた、ＱＲＳ波形定量化のための装置。
【請求項１５】
　前記群は別個のＥＣＧ信号リードから導出される請求項１４に記載の装置。
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【請求項１６】
　前記群は単一のＥＣＧ信号リードから導出される請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記除去は複数の振幅値の除去を含む請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記除去は中央振幅値を除く全部を除去することを含む請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記それぞれの組の振幅値は、前記全体インデックスが二次インデックスになるように
、それぞれのＱＲＳ群の導出インデックスを含む請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　前記除去ユニットは、前記振幅値の統計関数によって画定される領域の外に存在する振
幅値を除去するように構成される請求項１４に記載の装置。
【請求項２１】
　前記統計関数は標準偏差である請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記解析装置は、インデックスを使用して、虚血事象または虚血性心臓状態または虚血
性心疾患の有無および重篤度の少なくとも１つを示すように動作可能である請求項１４に
記載の装置。
【請求項２３】
　被験者の様々な位置における複数のＥＣＧリードから得られる複数の高周波（ＨＦ）範
囲のＱＲＳ群を受け取るための入力ユニットと、
　異なるリードから導出された群が同時に一緒に関連付けられるように、前記群を配列す
るための配列ユニットと、
　一次インデックスを算出して、前記関連付けられた群の単一の定量化をもたらすための
、前記配列ユニットに関連付けられる一次解析装置と、
を備えたＱＲＳ波形定量化のための装置。
【請求項２４】
　前記一次インデックスは、前記関連付けられた群から導出される統計関数である請求項
２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記一次解析装置の後に接続され、前記一次インデックスから少なくとも間接的に二次
インデックスを算出するための二次解析装置をさらに備える請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記二次インデックスは前記一次インデックスの移動平均である請求項２５に記載の装
置。
【請求項２７】
　前記二次インデックスは、第１期間に入力された第１の高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群
から算出された第１の一次インデックス、および第２期間に入力された第２の高周波（Ｈ
Ｆ）範囲のＱＲＳ群から算出された第２の一次インデックスの関数である請求項２５に記
載の装置。
【請求項２８】
　予め定められた単位時区間毎に前記関連付けられた群から最も外側の点を排除するため
の、前記配列ユニットに関連付けられる除去ユニットをさらに含む請求項２３に記載の装
置。
【請求項２９】
　前記一次解析装置は、一次インデックスを使用して、虚血事象または虚血性心臓状態ま
たは虚血性心疾患の有無および重篤度の少なくとも１つを示すように動作可能である請求
項２３に記載の装置。
【請求項３０】
　前記二次解析装置は、二次インデックスを使用して、虚血事象または虚血性心臓状態ま
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たは虚血性心疾患の有無および重篤度の少なくとも１つを示すように動作可能である請求
項２５に記載の装置。
【請求項３１】
　複数の高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を少なくとも１つのＥＣＧ信号から受け取るため
の入力ユニットと、
　前記入力ユニットに関連付けられ、前記複数の高周波（ＨＦ）ＥＣＧ範囲のＱＲＳ群の
一次インデックスを算出するための一次解析装置であって、前記算出が前記ＱＲＳ群の包
絡線を用いることを含む一次解析装置と、
を備えたＱＲＳ波形定量化のための装置。
【請求項３２】
　前記一次解析装置は、所定の時間枠内の前記包絡線の最大値を使用し、そこから前記イ
ンデックスが導出されるように構成される請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記解析装置は、所定の時間枠内の包絡線の幅を使用し、そこから前記インデックスが
導出されるように構成される請求項３１に記載の装置。
【請求項３４】
　前記解析装置は、所定の時間枠内の前記包絡線の統計関数を使用し、そこから前記イン
デックスが導出されるように構成される請求項３１に記載の装置。
【請求項３５】
　前記高周波範囲は１００Ｈｚより大きい周波数を含む請求項３１に記載の装置。
【請求項３６】
　前記高周波範囲は１５０Ｈｚ～２５０Ｈｚの範囲を含む請求項３１に記載の装置。
【請求項３７】
　前記インデックスは二次元時間－振幅グラフでユーザに提示される請求項３１に記載の
装置。
【請求項３８】
　前記解析装置は、虚血事象の有無および重篤度の少なくとも１つを示すように動作可能
である請求項３１に記載の装置。
【請求項３９】
　前記インデックスは標準偏差であり、前記解析装置が、前記インデックスの増加を使用
して虚血の存在を示すように構成される請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　虚血の兆候の検出時に警報信号を発生するようにさらに構成される請求項３９に記載の
装置。
【請求項４１】
　少なくとも１つの高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を少なくとも１つのＥＣＧリードから
受け取ること、
　前記少なくとも１つの高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群から一次インデックスを算出する
こと、および
　前記一次インデックスから二次インデックスを導出し、それによりＱＲＳ群の定量化を
達成すること、
を含むＱＲＳ波形定量化のための方法。
【請求項４２】
　前記一次インデックスは少なくとも１つのＱＲＳ群の統計関数である請求項４１に記載
の方法。
【請求項４３】
　前記一次インデックスは、
　少なくとも１つのＨＦ　ＱＲＳ群のＲＭＳレベルと、
　ＨＦ　ＱＲＳ群内の標準偏差と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群における標準偏差と、
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　ＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線の関数と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線の関数と、
　ＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線最大値と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群における包絡線最大値と、
　ＨＦ　ＱＲＳ群の包絡線の幅と、
　複数のＨＦ　ＱＲＳ群における包絡線の幅と、
　テンプレート波形に対する前記ＨＦ　ＱＲＳ群の相互相関値と、
　それらのいずれか１つの微分と、
を含む群の中の少なくとも１つである請求項４１に記載の方法。
【請求項４４】
　前記二次インデックス前記は一次インデックスの移動平均である請求項４１に記載の方
法。
【請求項４５】
　少なくとも１つの高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を少なくとも１つのＥＣＧリードから
受け取ること、および
　前記少なくとも１つの高周波ＱＲＳ群内の標準偏差（ＳＴＤ）を使用してインデックス
を導出することを含む、前記高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群のための前記インデックスを
算出すること、
を含むＱＲＳ波形定量化のための方法。
【請求項４６】
　各時間単位に複数の振幅値が存在するように時間単位を含む時間枠に配列されたそれぞ
れの組の振幅値として、ＥＣＧ信号の複数の高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を受け取るこ
と、
　任意の時間単位の少なくとも１つの外側振幅値を前記組から除去すること、
　それぞれの残存する振幅値を使用して前記組全体の総合インデックスを算出すること、
を含むＱＲＳ波形定量化のための方法。
【請求項４７】
　前記除去は複数の外側の振幅値の除去を含む請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記除去は中央振幅値を除く全部を除去することを含む請求項４７に記載の方法。
【請求項４９】
　前記それぞれの組の振幅値は、前記全体インデックスが二次インデックスになるように
、それぞれのＱＲＳ群の導出インデックスを含む請求項４６に記載の方法。
【請求項５０】
　前記振幅値の統計関数によって画定される領域の外に存在する点を除去することを含む
請求項４６に記載の方法。
【請求項５１】
　前記統計関数は標準偏差である請求項５０に記載の方法。
【請求項５２】
　一人の被験者の様々な位置における複数のＥＣＧリードから得られる複数の高周波（Ｈ
Ｆ）範囲のＱＲＳ群を受け取ること、
　異なるリードから導出された群が同時に一緒に関連付けられるように、前記群を配列す
ること、および
　一次インデックスを算出して、前記関連付けられた群の単一の定量化をもたらすこと、
を含むＱＲＳ波形定量化のための方法。
【請求項５３】
　前記一次インデックスは、前記関連付けられた群から導出される統計関数である請求項
５２に記載の方法。
【請求項５４】
　前記一次インデックスから少なくとも間接的に二次インデックスを算出することをさら
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に含む請求項５２に記載の方法。
【請求項５５】
　前記二次インデックスは前記一次インデックスの移動平均である請求項５４に記載の方
法。
【請求項５６】
　予め定められた単位時間区間毎に前記関連付けられた群から最も外側の点を排除するこ
とをさらに含む請求項５２に記載の方法。
【請求項５７】
　複数の高周波（ＨＦ）範囲のＱＲＳ群を少なくとも１つのＥＣＧ信号から受け取ること
、および
　前記ＱＲＳ群の包絡線を用いることを含む、前記複数の高周波（ＨＦ）ＥＣＧ範囲のＱ
ＲＳ群のインデックスを算出すること、
を含むＱＲＳ波形定量化のための方法。
【請求項５８】
　前記インデックスが導出される所定の時間枠内の前記包絡線の最大値と、
　前記インデックスが導出される所定の時間枠内の前記包絡線の幅と、
　前記インデックスが導出される所定の時間枠内の前記包絡線の統計関数と、
を含む群の少なくとも１つを使用することを含む請求項５７に記載の方法。
【請求項５９】
　前記インデックスは標準偏差であり、方法は、前記インデックスの増加を使用して虚血
の存在を示すことをさらに含む請求項５７に記載の方法。
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